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教師と教師教育者の協働による
男女共習「現代的なリズムのダンス」授業づくりの試み
─ O大学教育学部附属中学校の事例的研究 ─
酒向　治子　・　出原　智波 *　・　平田麻里子 **　・　猪崎　弥生 ***
　This study is a case study of efforts to develop a coeducation “contemporary rhythm 
dance” class at the junior high school attached to O University School of Education through 
continuous feedback between the teacher and the teacher educator. Body stiffness and self 
consciousness at being seen or looked at by others emerged as students’ major problems 
from the physical and emotional perspectives, respectively. As a result of trying multiple 
suggestions from students to improve the above issues from the three aspects of time, space, 
and movement, and based on an analysis of learner questionnaire data and teacher records, it 
appears that the students started to enjoy learning contemporary rhythm dance.
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１．研究の背景
１－１ ．「現場で何が起きているのか」という問題
意識からの授業づくり
　平成24年度からの中学校１・２年生ダンスの男
女必修化完全施行に伴い，教師のダンス指導力向上
に向けた取り組みが求められている．しかし，現場
では研修や教材研究等の準備が十分できないという
報告もあり1），今後ダンス指導歴が浅い教師による
授業が数多く展開されることが予想されている。こ
れまでに体育の領域の中でもダンス指導は特に難し
いと指摘されており，ダンス指導に不安を抱える教
員は多い2）。日本におけるダンス指導の中心的機関
である日本女子体育連盟は研修や文献・映像の資料
の整備によってダンス課題学習を中心とした指導技
術の普及活動を長年精力的に行ってきているが 3），
教材研究の時間の確保もままならない現場の教師も
しくは教材研究を行ってもダンス指導に不安を抱え
る教師に対しての支援が不可欠な状況にある。
　Ｏ大学教育学部附属中学校の教師（Ｉ：女性）は，
ダンス指導を行いつつも，ダンス指導に苦手意識を
抱える典型的な例であった。Ｉは平成22年に附属
校と連携しているＯ大学教育学部の大学教員Ｓ（女
性：身体表現を専門）のもとを訪ね，授業づくりに
ついてアドバイスを求めた。Ｉが抱えた問題は「［教
材を読んで］ゴールはわかっても，ダンス経験が浅
い者にとってそのゴールの具体的な姿とはどういう
ものなのか，そしてそのゴールまでにどのように行
けばよいのかわからない」4）というものであった。
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Ｓはこの切実な訴えを，ダンス指導の抱える最も根
深い問題を浮き彫りにしていると受け止めた。それ
は，ダンス経験の浅い教師にとって理念を理解でき
ても具体的な動きとの連関が難しく，さらに単元の
流れの中で生徒の反応をどのように受け止めて目標
に導くか，その道筋がつかめないというものである。
Ｉにとって必要であったのは，具体的な動きのアド
バイスと共に，授業の中で生じる題への対処の仕方
であった。そこでＳは，Ｉに代表されるダンス指導
の不安を感じる教師の支援の方法を模索するため
に，Ｉとの二人三脚によるダンスの授業作りを行う
ことにした5）。
１－２ ．男女共習「現代的なリズムのダンス」授業
づくり
　中学校保健体育科の「ダンス」領域は「創作ダン
ス」「フォークダンス」「現代的なリズムのダンス」
の三つの柱から構成される。Ｏ大学教育学部附属中
学校では１・２年生は男女共習によるダンス履修，
３年生は武道との選択履修となっており，本研究で
は２年生の男女共習授業を事例とした。学習内容に
関しては，ダンス領域を構成する「創作ダンス」「フ
ォークダンス」「現代的なリズムのダンス」の中で「現
代的なリズムのダンス」を取り上げることとした。
この形態と学習内容の組み合わせを選択した理由と
しては，学校側の事情と共に，以下に挙げる積極的
な理由が考えられた。
　第一に，「現代的なリズムのダンス」については，
長年の研究的積み上げのある創作ダンスと比べて，
学習内容と指導法についての検証が未だに十分では
ない。近年の報告では，生徒にとって身近なリズム
で踊る「現代的なリズムのダンス」は受け入れやす
く増加傾向にあるものの，映像教材の振りやエアロ
ビックダンスを多用した習得型・模倣型の学習に終
始し，探求型の学習になっていないという問題が指
摘されている6）。このような状況に対し，中村（2009）
は「現代的なリズムのダンスの学習内容に対する誤
解を解き，指導方法の例示，指導教材の提供が必要」
と述べている。学習内容や指導法が未だ発展段階に
あることは，現場の状況に応じて学習内容・指導法
を作りあげていく上では逆に適しているのではない
かと思われた。
　第二に，「男女共習」7）という授業形態は，ジェン
ダー・バイアス克服をもたらす可能性がある。体育
の男女共習・別習について生徒の意識を調査しジェ
ンダーの視点から論じた佐野（2003）は，体格・体
力・運動能力等に関する多くの「女性／男性」とい
う性別意識，すなわちジェンダー・バイアスが見ら
れることを明らかにしている。その上で「自己の性
別にとらわれずに生涯にわたりスポーツ実践に取り
組む態度形成は学校体育に課せられた大きな課題で
あろう」（佐野，2003：131）とし，そのためには性
別に還元せずに多様な個としてとらえるジェンダ
ー・フリーの指向性を持った上で積極的に生徒のジ
ェンダー・バイアスを解消するよう働きかけること
が必要であると論じている。男女共習という授業形
態は，男女が一緒に学習を行うために，ジェンダ ・ー
バイアス解消に向けた働きかけを行う土台として有
益である可能性が高い。
　男女必修化されたダンスの授業では「共習」か「別
習」という授業形態については学校の自由裁量に委
ねられている。中村（2010）による東京都の実態調
査報告によると，男女共習という授業形態が急増し
ているという。しかし，その一方で，男女が同一の
空間・時間内に授業を受けていながら互いへの関わ
りが見られない「男女共習の中の男女別習」（佐野，
2004a：221）という事態が起きていることが指摘さ
れている。「男女共習の中の男女別習」は，ジェン
ダー・バイアスが潜在的カリキュラムとして逆に強
化されてしまう可能性があり8），ジェンダー・フリ
ーの授業づくりの理念からかけ離れるといえる。そ
こで本研究では，ダンスにおける真の意味での男女
共習の授業づくりを目指し，その第一歩として現場
において何が妨げになっているのかに着目すること
にした。
２．研究目的
　本研究では，授業者であるＩ（以下「教師」と表
記）と授業を支える支援者のＳ（以下「教師教育者」
と表記）が共に現場に生起する様々な問題を洗い出
し，できる限りその問題に対処する形で授業を作っ
ていくという，「現場から理論へ」を核にした現場
と理論の往還による授業づくりを試みることにし
た。具体的には，大まかな学習目標と学習内容をあ
らかじめ定めた上で，単元の流れと指導方法につい
ては生徒の様子を見ながら構築してくという探索的
方法をとることにした。通常の授業の方向性とは逆
に，単元表は全ての授業が終わってから書き起こし
ていった。
　研究の主眼は完璧な授業モデルを作成することで
はなく，第一に教師と教師教育者が密接に関わり合
い，相互に情報を共有しあいながら現場に生じる主
要な問題の構造を導き出し，第二に問題に応じる形
で提起し実施した改善案について考察し，第三に単
元の全体的な流れにおける「教師と生徒」，「教師と
教師教育者」の関係性の変容について考察を行うこ
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とを目指した。教師と教師教育者が試行錯誤を繰り
返すプロセスそのものを提示し，三つの点から考察
を行うことによって，今後の男女共習を念頭におい
た「現代的なリズムのダンス」（以下「リズムダンス」
と表記）授業づくりの課題や指針を得たいと思う。
３．研究方法
３－１．生徒・教師・教師教育者とその関係性
・教師： （＊調査当時）教職歴年13年：Ｏ大学教育
学部附属中学校着任後２年目。学生時代に
テニス，ハンドボール部に所属し，スポー
ツ・運動の楽しさを知る。ダンスについて
は中学校・高等学校においてリズムダンス
を経験している。教員になってからは「創
作ダンス」「現代的なリズムのダンス」の
授業を担当するものの，「私は何をしてい
るのだろう？」9）と常にどこか腑に落ちな
い感覚を抱きつつ授業を行っていた。
・生徒： Ｏ大学教育学部附属中学校２年生５クラス
（１クラス40名前後）。県内の進学校に位
置付けられている。中学校１年次に，Ｉ教
師による表現系の男女共習のダンス授業を
受けている。
・教師教 育者：（＊調査当時）Ｏ大学大学院教育学研
究科保健体育講座所属（教職歴：９年）。身
体表現（ダンス）領域を専門とし，ルドルフ・
ラバンの運動形態学を中心とした舞踊の構
造分析理論を研究してきた経歴を持つ。
３－２．調査期日
　平成23年１月６日（木）～２月23日（水）に渡る。
そのうち教師教育者による中学校の指導場面（授業）
観察を合計10日行った。また，教師の大学訪問回
数４回（１月１日（水），１月11日（金），１月17
日（月），１月31日（月））に加えて電話，メール
での連絡を頻繁にとりあった。さらに，授業後も４
月２日（土），６月28日（火）に教師への振り返り
インタビューを行った。これらのデータは文字化し，
本人の承諾を得た上で資料とした。
３－３．調査資料
　本研究では，授業づくりの過程で生起した全ての
事象を詳細に取り上げるのではなく，あくまで俯瞰
的視点に基づき，授業づくりの流れの全体像を浮か
び上がらせ，構造を抽出することを目指す。従って
以下の資料を参考として，授業づくりの流れ表を作
成した。
　　 ①　映像記録　②学習記録：毎授業に生徒が記
録する学習記録　③単元前後の生徒への質問紙
調査　④教師教育者の授業観察記録，教師の授
業を実施した感想
なお質問紙調査については，調査紙を生徒に配布し，
研究の趣旨を説明した上で回答を求めた。また，調
査票の冒頭，回答および結果は研究に利用するのみ
で，他の目的に使用しないこと，回答結果はすべて
統計的に処理しプライバシーが漏れることはないこ
とを明記した。
３－４．授業づくりの方向性
　a．授業目標
　平成20（2008）年に告示された中学校学習指導
要領に沿い，「リズムの特徴をとらえ，変化のある
動きを組み合わせて，リズムに乗って体幹部（重心
部）を中心に全身で自由に弾んで踊る」ことをねら
いとした。具体的には以下のような目標を設定した。
（文部科学省，2008：122.）
　①　 「ロック」と「リズム」の特徴の体感的な理解：
代表的な「ロック」と「ヒップホップ」を取
り上げ，それぞれのリズムの体感による理解
を促すことを目指した。
　②　 リズムに乗って弾むこと：リズムに乗って弾
む手段として「跳ぶための５本の足型」10）を
学習内容の中心に置くこととした。ヒップホ
ップを中心としたダンススタイルは1990年
代より爆発的な流行となり，TV等で日常的
に目にすることが多くなった。しかしそれゆ
えステップや技の習得目指す技術習得型学習
は，教師・生徒ともに心理的ハードルが高く
なることが危惧された。難易度が低く，かつ
再構成しやすい動きを模索する必要があっ
た。また，男女共習の場合は，男女双方にと
って新しい動きに挑戦させることでジェンダ
ー・バイアスから解放できる可能性があると
いう先行研究（佐野，2004b）からも，新し
い動きを模索した。その結果，教師教育者が
専門とするラバンの運動学の観点から，
LODの「５本の足型」を採用した。
　③　 探求型の学習による動きの組み合わせと交
流：村田・高橋（2009）が提唱する探求型の
学習を導くために，授業の前半では「跳ぶた
めの５本の足型」を土台として動きを組み合
わせ，後半では交流を行うことを目標とした。
ジェンダー・フリーの観点から，クラスの中
で男女が別々になるのではなく，可能か限り
グループ学習を通して互いに交流する中でジ
ェンダー・バイアスからの解放を目指した。
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　b．男女共習によるリズムダンスの指導法について
舞踊教育における男女共習に関しての学術研究は，
そのほとんどが創作ダンス（課題解決学習）を学習
内容としたものであり，リズムダンスに関しては少
ない11）。またそれらの先行研究も生徒や指導者の意
識調査が主流である12）。一方で，『女子体育』等で
発表される長年の指導経験から導かれる実践者の
「指導のヒント」は多く，本研究を進めていく上で
参考になった。特に男女共習で語られるのは生徒の
「恥ずかしさ（自意識）」による委縮であり，その解
決の手立てとして身体エネルギーを放出する動きを
導入部で行うこと（塩野，1999），宮本は授業のル
ールや約束事，目標を明確にすることと共に「思い
切りできる課題を選び，考える隙を与えないように
動かす」（佐藤，2008）ことを強調している。これ
らの指導ヒントは，本研究の実践で強く意識してい
くことになった。
４．結果と考察
４－１ ．男女共習「現代的リズムのダンス」現場で
生じた問題とそれに応じた改善案
　表１「ロックを中心としたリズムダンスの授業づ
くりのプロセス」は，平成23年１月６日（木）～
２月23日（水）の期間に行われた授業づくり全体
の過程を図式化したものである。立ち現れる問題点
に教師教育者と教師が一体となってできるだけ早く
改善案を模索し，授業へと活かし，最終的に10回の
授業からなる単元を創りあげたことを示している13）。
本研究で浮上した問題点とそれに対応する改善案の
整理を試みる中で，舞踊という現象を構成する時間・
空間・動きという三つの観点から図１のような要素
間の関係を構造化した。紙面の都合上改善案につい
て詳細な記述ができないため，本稿ではあくまで骨
子を概略的に記す。
　ａ．主要な問題１：見られること（自意識）
　第一に，心理的側面として周囲から見られている
ことを気にする「見られること（自意識）」の問題
が浮かび上がった。
　授業開始一週間以内に観察されたこととして，教
師と異性からの視線を避けるように男子は男子，女
子は女子で固まる傾向にあり，空間は完全に「男子
／女子」で二分される状況にあった。男子は教師か
ら遠い位置の壁際に寄る傾向が強く，壁から離れず
悪ふざけを始め授業自体が止まってしまうこともあ
った。また，単元２時間目以降のウォーミングアップ
の一部として，よく使われる定型ダンスを試みた14）。
このダンスでは，間奏でパートナーチェンジを行う
ため，生徒同士が混ざり合い，ペアが多方向に点在
することを想像して行ったものであった。しかし，
結果はパートナーチェンジのタイミングで男女共に
「あぶれないよう」にパートナー探しに必死になり，
パートナーチェンジを繰り返すうちに男子は男子，
女子は女子で隅にかたまり，曲が終わる時には教室
の中央が空いた状況になった（図２）。
　教師と教師教育者は，空間の極端な空きは，その
まま異性に対する敏感な意識を反映していること，
そして一回この分断された空間ができると，教師が
空間矯正に意識が働き時間が取られること，さらに
「男子」「女子」の異性に対する意識が一層敏感にな
りジェンダー・フリーの理想とは程遠い結果になっ
てしまうと考えた。そこで単元を通しての大きな課
題が，生徒が他者の視線を気にせずダンスに集中で
きる場を作ることとなった。これは目に見える形では，
いかに空間の偏りを起こさず，生徒同士が男女混ざ
り合った状態を出現させるかということであった。
　具体的な対処としては，①活動空間の制限，②男
図１：現場で生じた主要な問題と改善の試み
主要な問題
見られること
（自意識）
身体（特に体幹部）
のかたさ
動きへの対応力
①活動空間の制限
②生活班（男女混合）の活用
③空間を暗くする
①学習内容の段階的な指導
②身体（特に体幹部）の柔軟
性を高める
空間 時間
動き
授業の流れ（継続性）の重視
（導入、ウォー ミングアップ、
学習指導場面の工夫）
⇒＜一気に流れる授業＞へ
　
女子
男子
図２： 定型ダンス後の空間の偏り図２　定型ダンス後の空間の偏り
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女混合の生活班の活用，③空間を暗くするという三
つの工夫である。①は壁際に寄ることの防止処置（図
３）であり，まず授業への参加を促すことが目的で
あった。教師がラインテープで囲った枠内で動くよ
うに生徒に指示したところ，生徒は中に入るという
よりラインテープの上に立つという反応を見せ，全
体としてゆるやかな円のような形となった。それ以
降，壁に寄り掛かるという現象は見られなくなった
　また，②生活班（男女混合）の活用では，前述の
定型ダンスではパートナーチェンジをやめ，最初か
らクラスの生活班で踊り間奏部分では班で空間を移
動する，また単元の後半では動きの交流を班単位で
行うなどの工夫を行った15）。③空間を暗くする工夫
では，人の目線を気にしなくなるための仕掛けとし
て，部屋の電気を消し，事故予防のためにカーテン
を少し開けて漏れあかりの中で授業を行った16）。こ
れが行われるようになった１月24日以降に，生徒（特
に男子生徒）の動きが大きくなり，生徒の変容を促
した重要な仕掛けとなった。
　ｂ．主要な問題２：身体（特に体幹部）のかたさ
　第二の問題として，身体的側面として柔軟性を欠
いた「（特に体幹部の）かたさ」が浮かび上がった。
リズムダンスでは「自由に弾んで踊る」ことが目標
とされ，その中心となる身体部位は「体幹部」とあ
る。しかし，実際の授業を観察すると，大半の生徒
達の体幹部は板のように直立の状態にあり，へそを
動かすという感覚がつかめない状況に見えた。これ
を解決するために，第一に四つの授業構成場面（「マ
ネージメント場面」「学習指導場面」「認知学習場面」
「運動学習場面」）17）のうち，運動学習場面の時間を
できるだけ多く確保し，繰り返す経験を増やして慣
れさせることを試みた。そのためには授業開始後の
挨拶の時間も省くなど18），最大限学習従事率を高め
る工夫を行った。
　第二に，ロックのリズム（アフタービート）を体
幹部で感じるように，単元２時間目は体幹部の「筋
肉の緊張と弛緩（オンとオフ）」を指導しながら，
時間をかけて反復した。この「オンとオフ」の指導
を行った結果，単元３時間目以降に体幹部でリズム
をとる生徒が増えた。
　第三に，身体が十分に温まった状態の中で体幹部
を動かす運動を試みさせるという段階的指導を行う
ことにした。これは，生徒の様子から体幹部の動き
は難易度が高いと推察され，身体が十分に温まらな
い内に試みるとできない者が続出し，授業に対する
意欲を下げる結果になりかねないと判断したからで
ある。動きが途切れると上昇した体温も下がるため，
授業全体として時間的側面において連続性や継続性
が途切れないように，特にウォーミングアップと学
習指導場面についての工夫を行った。ウォーミング
アップは，心をほぐすと同時に身体的には体温を十
分に温め，呼吸循環系，筋肉系，神経系を亢進し，「日
常の体」からダンスに集中する「踊るための体」を
準備するものである19）。授業全体の成否を左右する
一つの鍵ともいえるウォーミングアップの流れを途
切れさせないため，曲のつなぎを編集の工夫や，曲
と曲の切れ目（一曲が終わり，次の曲がかかるまで
の時間的空白）に，回転や弾むなど動きを途切れな
い指示を生徒に与える指導の工夫を行った（１月６
日の授業開始後１週間後の１月14日には，授業の
始まりからウォーミングアップが終わるまで約15
分動き続ける流れが固まった）。また学習指導場面
では，例えば授業の当初，主運動への展開は生徒が
座った状態で教師の指示を聞き，それから立ちあが
って動くという時間的な途切れが生じていた。そこ
で学習指導場面はなるべく生徒がすぐに運動に移れ
るように立った状態にし，加えて指示や説明も具体
的に動きながらのものへと変更した。この時間的な
連続性を特徴とする授業形態について，教師と教師
教育者は自然に「止まらない授業」と呼ぶようにな
った20）。
　ｃ．主要な問題３：動きへの対応力
　第三の問題として，生徒の互いの動きへの対応力
の問題が挙げられる。単元５時間目の後半は２人組
みのペアによる「８カウント」の動きを創作するよ
う指示し，それをクラス全体で共有することを試み
た。動きを伝える（発信者）側の問題は，他者を意
識して明確に動きを伝えるという訓練が少ないため
に，発信すること自体の技術を高めなければならな
い。また動きを真似し受け取る（受信者）側の問題
は，他者の動きを見て瞬時に動きで追うという技術
を必要とする。ペアでリーダーを交代しながら「受
信・発信」を交互に行う場合には，動きの工夫以前
にこのような「伝え合い」に対する慣れが必要であ
る。本単元は最終的には（導入１時間，ロック６時
間，ヒップホップ２時間，最後ダンスカーニバル１
時間）というロック中心の構成内容になったがこれ
ははじめから教師と教師教育者の間で決めていたこ
とではない。創作に付随する生徒のコミュニケーシ
ョンスキルを段階的に高めていく必要性を感じたこ
図３ 　ダンス室内に作られたラインテー
プで区切られた活動空間
酒向　治子　・　出原　智波　・　平田麻里子　・　猪崎　弥生
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（訪問月日） 1月5日 1月6日 1月11日 1月13日 1月17日 1月20日 1月21日 1月25日 1月31日 2月4日 2月10日
教師と教師
教育者の往
来
教師→
大学訪
問
教師教育者→中学校訪問 教師→大学訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問
問題点
改善案
単元６時間目（ロック⑤）
課題：一人で８カウント（１×８）を作り、班で
共有
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．5つの型復習
３．男女を混ぜて１×８を共有
　　①１人で８カウント（１×８）創作
　　②班で共有し、好きな動きを選び
　　　１６カウント
　　　（２×８）創作→１曲通して踊る
（1/24）
・教師観点
空間を暗くするこ
とで生徒の動き
が大きくなった
単元８時間目（ヒップホップ①）
課題：ヒップホップのリズム
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③班で創作した１６カウント（２×８）
２．前時で創作した班の１６カウント（２×８）の動きを確認
３．ヒップホップのリズムの特徴
　　①特徴
　　　・ダウンのリズム
　　　・リズムを感じる
　　②ヒップホップのリズムに乗る
問題点（1/13）
・曲の入れ替えに
時間を掛けると生
徒の意識が途切
れる
問題点（1/14）
１．ウォーミングアップ
・空間の隅に男女が
分かれて固まる
・壁に寄る
　　　　　↓
・男子が悪ふざけ開始
・授業中断
２．パートナーチェンジ
・男同士・女同士で
固まる
問題点（1/21）
・共有の仕方の問題：
単元５時間目（ロック④）
の２
人組の動きを最初２人
組みの動きを4×8
（1×8交代）使って次々
に交代しながら発信し、
クラス全体で真似て動く
ということを試みる
ペア対クラス全体
　　　　　　　↓
4×8で交代では、受信す
る側が動きを真似し、しっ
かりと動けるようになる
（体になじむ）までに時間
が足りない
問題点（1/22）
・ウォーミングアップ
から主運動へ→生
徒の意識が途切れる
（2/14）
教師教育者観点
・単元10時間目（ヒップ
ホップ②）を見て、単元１と
比べて、生徒が全身で動
けるように変化した
・ダンスカーニバルの内容
を教師と教師教育者で確
認
単元期間
教師教育者観点
・男女混合による授業の
活性化
①全身での動きの増加
②生徒の声（歓声・笑い
声）
③互いに動きを教えあう
姿
④教師の全体への声掛け
が減り、生徒主導への授
業へと変わりつつある
問題点（1/20）
・生徒がペアで行う
動きのかけあいの
際に、お互いに動き
が小さくなってしまう
（動きが出ず止まっ
てしまうペアもあった）
　　　　　　↓
・動きの受信発信に慣れ
ていない
・動きの工夫の仕方がわ
からない
　　　　　　↓
　動きを創り、互いに共有
できるようになるまでに時
間がかかる
問題点（1/21）
・四角で制限された
活動空間のライン上
に並んでしまい、他
人からの視線を気に
して動きが小さくなる
様子が見られる
教師と教師
教育者との
やりとり（所
感も含む）
（1/6）
・教師と教師教育者が2人
で空き時間を利用しウォー
ミングアップのやり方をし
ながら提案
教師教育者の観点
・教師が模索しながら授業
を進めている様子
・生徒の身体(特に体幹
部）がかたいことが大きな
問題となると予測
（1/13）
教師観点
・単元１時間目の結果をも
とに授業を改善したところ、
非常にうまくいった
・体は依然としてかたく、よ
りほぐさせる為のウォーミン
グアップが必要であること
に教師が気づく
（1/17）
・跳ぶための5本
の足型について
教師教育者が授
業者に提案
（1/20）
教師教育者観点
・単元５時間目（ロック④）
を見て、女子は細かな動
きを工夫するペアも現れる
・男子は基本的にウォーミ
ングアップで出ている動き
を再構成している
教師教育者→中学校訪問 教師→大学訪問
（1/21）
教師観点
・40分間ほぼ止まらない授
業を展開
問題点（1/6）
１．ウォーミングアップ
・二人組による走り
→体が十分にほぐれて
いない状態で主運動へ
・定型ダンスのパートナ
ーチェンジの問題
→男女それぞれ隅にか
たまる
・運動量が少ない（十分
な時間の確保が必要）
２．フォークダンス
・男子と女子が手を繋
げない
３．サルサ
・動きについていけず
足が止まる
（2/10）
教師教育者観点
・ヒップホップの床の動き
に抵抗もなく、生徒が授業
に集中している
（2/4）
教師教育者観点
・ロックからヒップホップに
変わっても生徒に抵抗が
生じていない
・教師が自信を持って教え
ている様子
（1/26）
教師教育者・教師観点
・生徒自らカーテンを閉め
に行く光景が見られる
　　　　　↓
・生徒にとってはカーテン
を閉めた方が他人の目を
気にせず体を動かせる
（1/25）
・カーテンを閉めたことに
よって、生徒の動きが格
段に改善されて大きなも
のになっているのが見て
取れた（教師教育者）
（1/31）
・ヒップホップへの授業へ
の移行にあたり、教師教
育者が授業教師にヒップ
ホップのモデル授業を実
演で提案（ステップを教え
るのではなく音楽を感じる
ように）
単元１時間目(導入)
課題：体ほぐし
１・ダンスの授業説明
２・ウォーミングアップ
３・フォークダンス
４・サルサ
　①基本ステップ
　②パートナーチェンジ
単元１０時間目
課題：ダンスカーニバル
１．ウォーミングアップ
２．サンバのリズム
３．ロック２人組（ペアを変えて）
４．ヒップホップ
５．フォークダンス
６．サルサ
７．みんなでサンバ
表１　ロックを中心としたリズムダンスの授業づくりのプロセス　　　(縮尺率50％)
単元内容
単元２時間目（ロック①）
課題：ロックのリズム
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（２人組）
２．ロックのリズム
　　①特徴
　　　・OnとOff
　　　　（緊張と弛緩）
　　　・アフタービート
　　②ロックのリズムに
　　　乗る
　　　・遅い→速いテンポへ
単元４時間目（ロック③）
課題：5本の足型の応用
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．跳ねる5つの型復習
３．５つの型応用
　　①方向・高低・リズム
　　　・組み合わせ
　　　・上半身
　　②ペアで動く
単元５時間目（ロック④）
課題：２人組で８カウント（１
×８）を作り、クラス全体で共
有
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．５つの型復習
３．５つの型応用
　　①2人組で８カウント
　　　（１×８）
　　②3グループに分かれ
　　　て１グループずつ
　　　発表
　　　→クラス全体で動きを
　　　共有
単元７時間目（ロック⑥）
課題：班で創作した１６カウン
（２×８）をクラス全体で共有
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．前時で創作した班の１６カウ
　　ント（２×８）の動きを確認
３．班（男女各２～３人合計５～
　　６人）
　　①班の女子が入れ換わり、
　　　 動きの送受信
単元３時間目（ロック②）
課題：跳ぶための5本の足
型
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．跳ねる５つの型
　　①5つの型
　　②2人組で踊る
単元９時間目（ヒップホップ②）
課題：ヒップホップの応用
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③班で創作した１６カウント（２×８）
２．床の動き
３．２人で８カウント（１×８）創作
４．２人組で掛け合い
改善案
・段階的に体をほぐす
①間接ほぐし
②弾む動き
③定型ダンス
（合計12～15分授業
主導で動く）
④挨拶の省略
改善案
・手を繋ぐことに意識を
向けさせないような指
導法
改善案
・動きの提示の仕方の
工夫（鏡にならない・丁
寧に動きを繰り返す）
改善案
・ラインテープに
より、壁寄り防
止のための四角
の活動空間を形
成
改善案
・パートナーチェ
ンジを失くし、男
女混合生活班
で踊る
改善案
・音源を繋げて
曲の切れ目を失
くす
・挨拶の省略
改善案
・動きの指示・説明を、
音楽を流しながら指導
者が実際動いて説明
改善案
・他人からの視線を薄め
るため、部屋の電気を
消し、カーテンを閉め、
空間を暗くする（事故防
止のため一部のカーテ
ンは開ける）
改善案
・動きを創り・共有がで
きるようになるまで、段
階的な指導を行う（毎時
少しずつ工夫するポイ
ントを増やす）
・本単元でロックを中心
とすることに決め、時間
をかけて動き創りに取り
改善案
・クラス全体を４つのグ
ループ（１グループにペ
アが５組）に分け、１曲
つかって１つのグルー
プが発信側になる（グ
ループ内でペアが３回
動きを繰り返す）
グループ対クラス全体
単元１時間目（導入）
単元２時間目（ロック①）
単元３時間目（ロック②）
単元４時間目（ロック③）
単元５時間目（ロック④）
単元６時間目（ロック⑤）
単元７時間目（ロック⑥）
単元８時間目（ヒップホップ①）
単元９時間目（ヒップホップ②）
単元１０時間目（ダンスカーニバル）
第２期（生徒主体の時期）第１期（教師主導の時期）
　ロックを中心としたリズムダン の授業づくりのプロセス
教師と教師教育者の協働による男女共習「現代的なリズムのダンス」授業づくりの試み
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（実施月日） 1月 6日 13日 17日 18日 20日 21日 25日 27日 28日 ２月 1日 4日 14日 15日 23日
（訪問月日） 1月5日 1月6日 1月11日 1月13日 1月17日 1月20日 1月21日 1月25日 1月31日 2月4日 2月10日
教師と教師
教育者の往
来
教師→
大学訪
問
教師教育者→中学校訪問 教師→大学訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問 教師教育者→中学校訪問
問題点
改善案
単元６時間目（ロック⑤）
課題：一人で８カウント（１×８）を作り、班で
共有
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．5つの型復習
３．男女を混ぜて１×８を共有
　　①１人で８カウント（１×８）創作
　　②班で共有し、好きな動きを選び
　　　１６カウント
　　　（２×８）創作→１曲通して踊る
（1/24）
・教師観点
空間を暗くするこ
とで生徒の動き
が大きくなった
単元８時間目（ヒップホップ①）
課題：ヒップホップのリズム
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③班で創作した１６カウント（２×８）
２．前時で創作した班の１６カウント（２×８）の動きを確認
３．ヒップホップのリズムの特徴
　　①特徴
　　　・ダウンのリズム
　　　・リズムを感じる
　　②ヒップホップのリズムに乗る
問題点（1/13）
・曲の入れ替えに
時間を掛けると生
徒の意識が途切
れる
問題点（1/14）
１．ウォーミングアップ
・空間の隅に男女が
分かれて固まる
・壁に寄る
　　　　　↓
・男子が悪ふざけ開始
・授業中断
２．パートナーチェンジ
・男同士・女同士で
固まる
問題点（1/21）
・共有の仕方の問題：
単元５時間目（ロック④）
の２
人組の動きを最初２人
組みの動きを4×8
（1×8交代）使って次々
に交代しながら発信し、
クラス全体で真似て動く
ということを試みる
ペア対クラス全体
　　　　　　　↓
4×8で交代では、受信す
る側が動きを真似し、しっ
かりと動けるようになる
（体になじむ）までに時間
が足りない
問題点（1/22）
・ウォーミングアップ
から主運動へ→生
徒の意識が途切れる
（2/14）
教師教育者観点
・単元10時間目（ヒップ
ホップ②）を見て、単元１と
比べて、生徒が全身で動
けるように変化した
・ダンスカーニバルの内容
を教師と教師教育者で確
認
単元期間
教師教育者観点
・男女混合による授業の
活性化
①全身での動きの増加
②生徒の声（歓声・笑い
声）
③互いに動きを教えあう
姿
④教師の全体への声掛け
が減り、生徒主導への授
業へと変わりつつある
問題点（1/20）
・生徒がペアで行う
動きのかけあいの
際に、お互いに動き
が小さくなってしまう
（動きが出ず止まっ
てしまうペアもあった）
　　　　　　↓
・動きの受信発信に慣れ
ていない
・動きの工夫の仕方がわ
からない
　　　　　　↓
　動きを創り、互いに共有
できるようになるまでに時
間がかかる
問題点（1/21）
・四角で制限された
活動空間のライン上
に並んでしまい、他
人からの視線を気に
して動きが小さくなる
様子が見られる
教師と教師
教育者との
やりとり（所
感も含む）
（1/6）
・教師と教師教育者が2人
で空き時間を利用しウォー
ミングアップのやり方をし
ながら提案
教師教育者の観点
・教師が模索しながら授業
を進めている様子
・生徒の身体(特に体幹
部）がかたいことが大きな
問題となると予測
（1/13）
教師観点
・単元１時間目の結果をも
とに授業を改善したところ、
非常にうまくいった
・体は依然としてかたく、よ
りほぐさせる為のウォーミン
グアップが必要であること
に教師が気づく
（1/17）
・跳ぶための5本
の足型について
教師教育者が授
業者に提案
（1/20）
教師教育者観点
・単元５時間目（ロック④）
を見て、女子は細かな動
きを工夫するペアも現れる
・男子は基本的にウォーミ
ングアップで出ている動き
を再構成している
教師教育者→中学校訪問 教師→大学訪問
（1/21）
教師観点
・40分間ほぼ止まらない授
業を展開
問題点（1/6）
１．ウォーミングアップ
・二人組による走り
→体が十分にほぐれて
いない状態で主運動へ
・定型ダンスのパートナ
ーチェンジの問題
→男女それぞれ隅にか
たまる
・運動量が少ない（十分
な時間の確保が必要）
２．フォークダンス
・男子と女子が手を繋
げない
３．サルサ
・動きについていけず
足が止まる
（2/10）
教師教育者観点
・ヒップホップの床の動き
に抵抗もなく、生徒が授業
に集中している
（2/4）
教師教育者観点
・ロックからヒップホップに
変わっても生徒に抵抗が
生じていない
・教師が自信を持って教え
ている様子
（1/26）
教師教育者・教師観点
・生徒自らカーテンを閉め
に行く光景が見られる
　　　　　↓
・生徒にとってはカーテン
を閉めた方が他人の目を
気にせず体を動かせる
（1/25）
・カーテンを閉めたことに
よって、生徒の動きが格
段に改善されて大きなも
のになっているのが見て
取れた（教師教育者）
（1/31）
・ヒップホップへの授業へ
の移行にあたり、教師教
育者が授業教師にヒップ
ホップのモデル授業を実
演で提案（ステップを教え
るのではなく音楽を感じる
ように）
単元１時間目(導入)
課題：体ほぐし
１・ダンスの授業説明
２・ウォーミングアップ
３・フォークダンス
４・サルサ
　①基本ステップ
　②パートナーチェンジ
単元１０時間目
課題：ダンスカーニバル
１．ウォーミングアップ
２．サンバのリズム
３．ロック２人組（ペアを変えて）
４．ヒップホップ
５．フォークダンス
６．サルサ
７．みんなでサンバ
表１　ロックを中心としたリズムダンスの授業づくりのプロセス　　　(縮尺率50％)
単元内容
単元２時間目（ロック①）
課題：ロックのリズム
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（２人組）
２．ロックのリズム
　　①特徴
　　　・OnとOff
　　　　（緊張と弛緩）
　　　・アフタービート
　　②ロックのリズムに
　　　乗る
　　　・遅い→速いテンポへ
単元４時間目（ロック③）
課題：5本の足型の応用
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．跳ねる5つの型復習
３．５つの型応用
　　①方向・高低・リズム
　　　・組み合わせ
　　　・上半身
　　②ペアで動く
単元５時間目（ロック④）
課題：２人組で８カウント（１
×８）を作り、クラス全体で共
有
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．５つの型復習
３．５つの型応用
　　①2人組で８カウント
　　　（１×８）
　　②3グループに分かれ
　　　て１グループずつ
　　　発表
　　　→クラス全体で動きを
　　　共有
単元７時間目（ロック⑥）
課題：班で創作した１６カウン
（２×８）をクラス全体で共有
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．前時で創作した班の１６カウ
　　ント（２×８）の動きを確認
３．班（男女各２～３人合計５～
　　６人）
　　①班の女子が入れ換わり、
　　　 動きの送受信
単元３時間目（ロック②）
課題：跳ぶための5本の足
型
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③定型ダンス（班）
２．跳ねる５つの型
　　①5つの型
　　②2人組で踊る
単元９時間目（ヒップホップ②）
課題：ヒップホップの応用
１．ウォーミングアップ
　　①体ほぐし
　　②リズムで弾む
　　③班で創作した１６カウント（２×８）
２．床の動き
３．２人で８カウント（１×８）創作
４．２人組で掛け合い
改善案
・段階的に体をほぐす
①間接ほぐし
②弾む動き
③定型ダンス
（合計12～15分授業
主導で動く）
④挨拶の省略
改善案
・手を繋ぐことに意識を
向けさせないような指
導法
改善案
・動きの提示の仕方の
工夫（鏡にならない・丁
寧に動きを繰り返す）
改善案
・ラインテープに
より、壁寄り防
止のための四角
の活動空間を形
成
改善案
・パートナーチェ
ンジを失くし、男
女混合生活班
で踊る
改善案
・音源を繋げて
曲の切れ目を失
くす
・挨拶の省略
改善案
・動きの指示・説明を、
音楽を流しながら指導
者が実際動いて説明
改善案
・他人からの視線を薄め
るため、部屋の電気を
消し、カーテンを閉め、
空間を暗くする（事故防
止のため一部のカーテ
ンは開ける）
改善案
・動きを創り・共有がで
きるようになるまで、段
階的な指導を行う（毎時
少しずつ工夫するポイ
ントを増やす）
・本単元でロックを中心
とすることに決め、時間
をかけて動き創りに取り
改善案
・クラス全体を４つのグ
ループ（１グループにペ
アが５組）に分け、１曲
つかって１つのグルー
プが発信側になる（グ
ループ内でペアが３回
動きを繰り返す）
グループ対クラス全体
単元１時間目（導入）
単元２時間目（ロック①）
単元３時間目（ロック②）
単元４時間目（ロック③）
単元５時間目（ロック④）
単元６時間目（ロック⑤）
単元７時間目（ロック⑥）
単元８時間目（ヒップホップ①）
単元９時間目（ヒップホップ②）
単元１０時間目（ダンスカーニバル）
第２期（生徒主体の時期）第１期（教師主導の時期）
酒向　治子　・　出原　智波　・　平田麻里子　・　猪崎　弥生
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とにより，「単元４時間目①二人組で軽く受信発信」
⇒「単元５時間目②二人組で８カウント（１×８）
創作して，クラス全体と共有」⇒「単元６時間目③
一人で８カウント（１×８）創作して，男女の班で
交流」⇒「単元７時間目④班で創作した16カウン
ト（２×８）をクラス全体で共有」と４時間かけな
がら段階的な指導によって動きの「受信・発信力」
を高めていった。
４－２ ．単元全体の流れから見る「教師と生徒」，「教
師と教師教育者」の関係性の変容
　次に，全体の流れから「生徒と教師」，「教師と教
師教育者」という二つの側面から特に特徴的であっ
た点について以下に記す。
　a．教師と生徒の関係性の変容
　授業の初期では，生徒の動きが小さく，特にリズ
ムに乗って弾むということが難しいようであった。
音楽が鳴っていても足が止まりがちであり，集中を
切らした男子生徒の数人がふざけ始めて授業が中断
するなど（１月13日），ダンスに対して高い意欲・
積極的な姿勢は見受けられなかった。この状況が変
化を見せたのは単元５時間目（ロック④）あたりで
あり，教師は１月24日の教師教育者への報告とし
て「生徒の動きが大きくなった」と感想を述べてい
る。このことは翌日１月25日に教師教育者が授業
観察を行った際に確認され，教師教育者はこの日の
記録として，①全身での動きの増加，②生徒の声（笑
い声・歓声），③生徒どうしの教え合う姿，④教師
の全体へのマネジメント（注意を促す言葉）の減少
を特徴的な点として記録している。そして教師教育
者の授業観察記録によれば，①～④の傾向は単元の
最終授業まで続いた。
　このような変容の背景には，生徒のダンスに対す
る肯定的な意識変化があったことが質問紙調査（個
別記入方式）より明らかになった21）。被験者は，本
研究で観察対象とする5クラスのうち，事前に調査
実施の承諾が得られた2クラスとし，初回授業前お
よび最終授業後にダンスが好きか嫌いかを回答させ
た。有効回答数は46名（男子21名，女子25名）で
あった 22）。その結果，授業前では67％，授業後で
は96％の生徒がダンスについて「好き」と回答し
ており，授業前後で回答比率が異なった。そこで
McNemar検定を行ったところ，これらの回答比率
に有意な差（危険率0.1％）が認められた。すなわち，
ダンス授業を受けることにより，ダンスが好きにな
った生徒が増加したものと推察された。
　ただし，男女別にみると授業前に関しては回答に
偏りがあり，「好き」と回答した女子は88％である
のに対し男子は43％であった23）。実際，前述の通
り授業初期においては一部の男子生徒の態度がクラ
ス全体に対してマイナスに作用し，授業を中断せざ
るを得ない状況にあった。このことは，男子が女子
に比べダンスに対し否定的な意識を持っているこ
と，そして意識が相違する男女が共習する初期段階
においては，連鎖的に悪循環が生じるケースが起こ
りうることを示唆した。
　上記の教師の感想，教師教育者の観察記録，生徒
の質問紙調査結果を総合すると，授業の前半では生
徒が受身である「教師主導の状態」にあり，単元５
時間目を境に生徒自身が主体性を発揮して授業にの
ぞむ「生徒の主体性が増した状態」へと漸進的な変
容を遂げたといえる。そしてそれは，生徒のダンス
への肯定的な意識変化を反映したものと考えられる。
　ｂ．教師と教師教育者の関係性の変容
　表「ロックを中心としたリズムダンスの授業づく
りのプロセス」を見ると，授業開始後２週間前後に
解決すべき問題が次々と生起している。それに伴い，
教師と教師教育者の現場と大学の往来も頻繁であっ
た。授業が軌道に乗り始めた単元5時間目（ロック④）
以降は，教師自身に肯定的な授業評価が増えるのに
伴い，教師は自主的に動きを工夫するようになって
いった。教師教育者から見た教師の姿は，「ダンス
指導に困難を感じつつ模索をしている時期」（開始
後１月６日～１月20日：２週間）から始まり，生
徒の意欲の高まりに応じるように「積極的に工夫を
行うようになっていった時期」（１月21日～１月28
日：約１週間），「自信を持って指導を行うようにな
った時期」（１月29日～２月10日：約２週間）へと
変容を遂げていった。それは，教師教育者にとって
は「空間・時間・動きという三方向の全面的な支援
体制」から，「ポイントのみを押さえる指導体制」
へと変容していく過程であった。教師教育者の役割
は，特に関わりの初期に重要であり，授業の問題を
把握すると共に授業の見通しを立て教師の精神的な
支援をする役割を担ったといえる。
５．まとめ
　本研究では，現場の教師と大学の教師教育者が協
働的なパートナーシップによって男女共習のリズム
ダンス授業づくりを試みた。教師と教師教育者は授
業における生徒の反応を可能な限り記録し，主要な
問題を整理していったところ，「見られること（自
意識）」「身体（特に体幹部）のかたさ」「動きの対
応力」の三つが課題として浮上した。この中で特に
「見られること（自意識）」についてであるが，これ
までの実践報告からも指摘されてきたように，中学
教師と教師教育者の協働による男女共習「現代的なリズムのダンス」授業づくりの試み
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生の思春期に顕著となる身体に対する敏感な意識，
そしてそれを人前で晒すことへの抵抗感を払拭する
ことがダンス指導の鍵になることが改めて浮き彫り
となった。そしてこれまで「恥ずかしさ」という言
葉で語られてきた「見られること（自意識）」は空
間形成において最も顕著な形で現れることが本実践
を通じて明らかとなった。佐野が「男女共習のなか
の男女別習」と述べたような「女性／男性」という
性別意識は，まさに授業初期に見られた男女間の分
断を指すといえる。本実践では空間面，時間面，動
きの面と多方面から働きかけた結果，男女間が決定
的に分断した空間は現れなくなった。しかし，より
詳細に観察すると，男女混合班の中における「女子
／男子」それぞれが固まる傾向は依然とし残ってお
り，今後のさらなる検討課題であると思われた。
　「身体（特に体幹部）のかたさ」については，生
徒に見られた体幹部の固さは，リズムを学習内容と
するリズムダンスの授業においては解決すべき重要
な課題であるように思われる。中学校の授業でどの
程度まで求めるかという問題はあるものの，体幹部
はリズムをとる際の要ともなるべき部分であり，単
元を通して段階的に改善に向けた働きかけが求めら
れる。本実践では特に「止まらない授業」により可
能な限り運動学習従事率を高め，身体を温めながら
体幹部を動かすという段階的指導を主要な解決の手
立てとした。生徒の動きには大きな改善が見られた
が，効果性についてのより客観的な検証は今後の課
題となろう。また「動きの対応力」については，前
述の「見られること（自意識）」の問題と密接に関
係しているだけに，段階的な指導によって心身を解
きほぐしていく必要があると思われた。
　生徒・教師・教師教育者の関わりは，単元の流れ
の中で大きな変容を遂げていった。本実践では単元
４時間目から５時間目が転換点となり，生徒が状況
に慣れ，ダンスを楽しむ様子が観察された。教師が
個々の授業の成否に一喜一憂せず，見通しを持って
生徒の変容を辛抱強く待つことは，教師が無駄な焦
りやそれによる生徒を追い込むという悪循環を断つ
ためにも非常に重要である。そして支援者である教
師教育者の最も重要な役割の一つに，授業の初期に
授業全体の見通しをたてながら教師を精神的に支援
することにあるのではないか。
　以上，授業づくりのプロセスを議論の俎上に載せ
ることにより，ダンス指導の複雑な諸相が明らかと
なった。本研究で採った実践から理論のアプローチ
は，教師教育者という第三者が関わることによって，
日々現場で生起しながらも流れ去ってしまう問題を
より客観的に捉え，より良いダンス指導を導く糸口
をつかむ方法として高い可能性を示すものであった
といえよう。
６．今後の課題
　本研究では，教師が直面する現場の状況を浮き彫
りにすべく，俯瞰的な視点から多様な要素が絡み合
い複雑に変化する男女共習によるリズムダンスの授
業づくりのプロセスの全体像及びその中で生起する
具体的な問題を描き出すことに主眼を置いた。全体
性を浮かび上がらせるという本論の目的から，各要
素についてはあえて概略的な記述に留め，踏み込ん
だ議論を行わなかった。今後は研究の次の段階とし
て，本実践で得られた知見を基に，「教師教育」，「現
代的なリズムのダンス学習内容と指導法」そしてジ
ェンダーの視点における「男女共習」というテーマ
について細分化した形で掘り下げた考察を行いたい
と考えている。また，本実践で問題に対処するため
に試みた改善案は現段階ではあくまで仮説の域に留
まるため，理論の一般化にあたってはさらなる検証
が必要であろう。本実践を通して得られた単元案に
ついても，他の事例研究を積み上げていきながら改
善案も模索していく必要があると考えている。
〔付記〕
　本研究は，科学研究費補助金（基盤研究Ｂ：
22310160）および科学研究費補助金（若手Ｂ：
24700623）の助成を受けたものである。
［注］
１）中村（2010）が東京都公立中学校全625校を対
象に行ったダンス授業計画の実態調査では，平成
21年度からの移行期においてダンス授業が増加傾
向にあり，特に男子のダンス実施率が大幅に増加
していることが報告されている．その一方で，ダ
ンス必修化に向けて研修や教材研究に取り組んで
いる教師はわずか25.6％・何もしていない教師が
74.4％であり，研究が不十分だと回答した教師の
最大の理由として多忙のための時間確保の難しさ
を挙げていた．この傾向は全国的なものであろう。
２）ダンス指導の困難さに関しては，小学校教員を
対象としたものにまとまった論考がある（安藤・
岡田　2003）（森清・阿部・梶原・〆木　1981）。
寺山（2007）は千葉の小学校教員139名を対象に
した調査結果の中で，授業中に感じる難しさとし
て「学習者への対応」「動きの引き出し方」「指導
言語」を，授業以外の時に感じる難しさとして「教
材準備」「学習者の実態」「指導者自身の悩み」「単
元および領域」「時間数の確保」「学級経営に関す
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ること」等を挙げている．
３）全国的規模の研修会，映像や雑誌『女子体育』
において，ダンス指導初心者に向けた授業展開例
を提示し，ダンス教育の普及に努めている。
４）2011年６月28日に行った教師教育者の教師へ
のインタビューでは，教師はこの時の率直な気持
ちを次のように表現している。「教本を見ても，
子どもたちのゴールの姿が見えない。料理のレシ
ピを追いかけるけど，『焼く・煮る・蒸すetc』と
いうような基本がわからずやっていた感じ。どの
食材を揃えたらいいのかすらわからない。魚の代
わりにトマトを揃えちゃうような・・・。適当に
揃えた食材を，子供達に投げて「自由に料理して」
という状態。また，子供達には，逆に厳格にレシ
ピ通り（の完璧な料理）を追うことを求めすぎて
しまう。ダンスの素人にとって，ダンスを専門に
やっている人たちには当たり前の『あるべき姿
像』，当たり前の基準がまったくわからない。」ま
た，この点に関連して，熊谷（2007）は現場の教
員の表現運動・ダンスに対する声として「何を，
どのように，どれくらい指導していけばよいのか
わからない。」「何のためにするのか。目標，手立
て，評価がわからない。」「表現運動は自分自身苦
手である。」「運動会で決められた演技を指導する
ことで時間を消化している」等を挙げている。
５）近年教師教育の手法として，現場の教師と教師
を支援する教師教育者が協働して授業をつくる
「リアリスティック・アプローチ」（コルトハーヘ
ン，2009）が注目されている。このアプローチは，
理論と現場の乖離を解消すべく，教育技術を現場
に適用するという「理論→現場」の方向ではなく，
具体的な学習プロセスの中から生ずる問題に応じ
た形で授業をつくる「現場→理論」の方向を基本
とするものである。研究開始時点ではこれを意識
したものではなかったが，結果としてはリアリス
ティック・アプローチによる舞踊教育の事例研究
となった。
６）「リズムダンス指導の問題点」の検討を試みた
土井・川口（2007）は，リズムダンスのリズムの
特性の違いをより明確に教える必要性，そして生
徒から多様な動きを引き出す指導法の検討の必要
性を指摘している。同様に成瀬麻美・寺山由美
（2011）は「音楽のビートに即した身体の『乗り方』
を教え，自由に踊ることが達成できていない授業
内容が多い」と指摘している。村田・高橋（2009）
らは探求型の学習（課題解決学習）を主体とする
ことにより，コミュニケーション能力や互いを認
め合う態度，論理的思考力を養うことができると
している。リズムダンスにおいて，その目標を「リ
ズムに乗って弾んで踊る」と共に「友達と関わっ
て踊る」（2009：12）と述べており，他者との関
わりを通じたコミュニケーション能力の育成を協
調している（2007a，b）（2008）。
７）「男女共修」と「男女共習」という用語につい
てであるが，用語の活用に混乱が見られ，論文に
よっては時として「共習」の意味で「共修」が使
われている。本稿では混乱を避けるためにも，佐
野（2003）の定義にならい，性別による履修制限
を設けないことを「男女共修」，男女が一緒に授
業を受ける授業形態のことを「男女共習」とする。
８）1980年代から90年代にかけて，男子の創作の
特徴は「ダイナミック，ユニークなアイディア，
メリハリのある動き」，女子の創作の特徴は「ま
とまりがある，きれい，柔らかい」と見なされる
傾向にあった（中村なおみ，1999）。ジェンダ ・ー
フリーの概念が広まると共にこのような傾向にも
変化見られ，自ら実践者・研究者として授業づく
りを行っている。宮本（2008）は，研究の途中で
自らのジェンダー・バイアスに気付き，ジェンダ
ー・フリーの指向性を強く意識するようになり，
動きの表現を男女差ではなく個性の差と考えるよ
うになったと語っている。
９）教師教育者の教師へのインタビュー，2011年
６月28日より。
10）ラバンの理論から派生した，舞踊の現象を言語
的構造によって説明する LOD（Language of 
Dance）アプローチの国際指導資格を有する。従
って，本研究の教師教育者の知的・実践的パラダ
??
??
two to two 
両足から両足
one to the other 
片足から他の片足
two to one 
両足から片足
one to two 
片足から両足
one to one 
片足から同じ片足
「跳ぶための５本の足型」の記号と説明
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イムは，ラバンの運動理論を土台としている。
LODについてはGuest（2008）参照。本研究では
詳述できないが，教師教育者が専門とする，
LODによる踏切と着地に着目して「跳ぶ（spring）」
の基本形を５つとするアプローチである。この５
つの組み合わせによって多様な弾みのパターンが
生まれる。
11）創作の課題学習においては，「恥ずかしさ」を
乗り越えるため，動きの見せ合いの方法（クラス
を分割する方法や参加型見せ合いなど）タイミン
グ等について指導法が提示さており，本研究の実
践において参考になった（村田，2010a，b）。また，
男女共習の観点から「現代的なリズムのダンス」
を検討し，「恥ずかしさ」を取り除くことの具体
的な手立てを模索した先行研究の一つに，「ボデ
ィーパーカッション」に着目した山口英司・津守
真治・海野勇三（2008）の実践報告がある。
12）中村なおみ（1990），吉井（1988），東原芳美・
川口千代・中村なおみ（1991），高橋和子（1992），
玉木昭子・上原（1993），佐藤みどり・鈴木江利
子（1997），宮本乙女（2001，2002），他。
13）例えば単元１時間目（導入）は１月６日から１
月13日まで線が引かれているが，これは５クラ
スが全て第一回目の授業を終えるまでの期間を示
している。学校の試験期間・イベント等の事情に
よって授業の予定が変動しており，期間の長さが
異なっている。
14）村田（2007）により指導者講習会や教材で紹介
されている，村田作のオリジナル定型ダンスであ
る（「ワッハッハダンス」）。
15）男女混合班を指定した後は，また，男女一緒に
動くこと，そして移動そのものにより意識が向か
せるように，班変えなどもせず，班が活動空間の
中を様々に移動しながら，ダンスを繰り返すこと
にした。さらに，定型ダンスを終わると，活動空
間内に男女がバラバラになった状態が出現する。
その後間をおくとすかさず男子・女子で固まろう
とするため，その男女が混ざった状態のまま，す
かさず主運動へと移行するように工夫した。
16）この試みは，祭りや舞台において，「暗さ」は「恥
ずかしさ（自意識）」を取り除き，人間の身体を
非日常なものへといざなう重要な演出である（祭
りにおいては夜の闇，現在では若者が集うクラブ
などでも同様であろう）という考えに基づいてい
る。
17）体育授業の中でマネージメントに費やされた時
間を測定するための方法として，高橋ら（1994）
によって四つの場面（①マネージメント（Ｍ），
②学習指導（Ｉ），③認知的学習活動（Ａ１），④
運動的学習場面（Ａ２））の視点による期間記録
法が提唱されている。
18）教室に入ってきて，並び，挨拶をする。この時
間も省き，ダンス室では音楽をかけておき，生徒
が集まってくると共にウォーミングアップを始め
るという流れを試みた。
19）ウォーミングアップの基礎研究によると，筋温
が高まるには15分から20分程度，体内部の体温
が高まるには，30分程度かかると言われている
ものの，学校体育の授業展開の上では現実的に不
可能であり，「充分な時間が確保出来ない分，主
運動中の展開の中で主運動の身体活動のピークに
向けて徐々にウォームアップ的な機能を持たせな
がら授業を展開してゆく必要」があると指摘され
ている。
20）2011年１月21日（金）教師から教師教育者へ
のメール。「今日の２Ａは，約40分のんすと（ノ
ンストップ）です。（笑）指示の時間はトータル
で３分ほどだと思います。」とあり，授業開始後
二週間後には，「止まらない授業」の原型ができ
ていたことがわかる。
21）本調査は授業内で回収を行わず，締め切り日を
設け（授業があった日から３日後），学級委員長
がとりまとめ，教師に提出することとした。中学
校体育における授業内調査は時間の確保が非常に
難しく，調査が困難を極める。本調査では満足な
有効回答数を得ることが出来なかったため，回収
方法については今後検討する必要がある。
22）授業毎に生徒が記録した学習記録（授業の感想）
からは，当初ダンスに対し否定的であった生徒に
肯定的な意識が芽生えていく様子を確認すること
ができた。例えば，生徒Ａ（男子）は初回授業後
は「ＲＯＣＫはすごく楽しかったんだけど，冷凍
みかん（ウォーミングアップの定型ダンス）が異
様に恥ずかしい」と記したのに対し，最終授業後
には「人目も気にせず，ダンスにもっていた抵抗
がなくなって好きになることができた」と記して
いた。また，授業初期は学習内容の記述にとどま
っていた生徒も，授業後期にはダンスに対するポ
ジティブな姿勢を積極的に記していた。例えば，
生徒Ｂ（男子）は「ダンスは，疲れるけど楽しか
ったし，クラスの色んな人と交流できた。世界の
人々がみんなダンスをおどるわけが分かった。ダ
ンスは世界につながっている。」，生徒Ｃ（女子）
は「最初はすごく踊るのが恥ずかしかったけれど，
慣れてきたら，自由に踊れるようになった。」，生
徒Ｄ（女子）は「最初は，嫌いだったけど，だん
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だん楽しく思えるようになりました。」と記して
いた。学習記録に授業内容や教師に対して否定的
な内容を見ることはなかった。ただし，これらは
授業者に提出することを前提に記したものであ
り，生徒と授業者の関係，すなわち評価される側
とする側の関係性が背景にあるという点を考慮す
る必要があるだろう。また，これらの学習記録は
自由記述の形式をとっているため，生徒は自ら自
身の意識変化に気付き記録したことがわかる。こ
うした気付きが授業を「生徒の主体性が増した状
態」に変容させたと考えられる。とりわけ「人目」
「恥ずかしい」といったワードは，主要な問題１
で述べた「見られること（自意識）」に対する戸
惑いを露呈しており，内省記録から意識変化のプ
ロセスを捉える上で有効な概念となることが示唆
された。
23）授業後に関しては男女間で回答に偏りは見られ
ず，ダンスが「好き」と回答した女子は100％，
男子は91％であった。
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